


マダイの総混獲尾数は�����個体で���	は
�月の漁場


�で得られた

�個体が最大であった｡ 月別の混獲尾数

は
�月以降, 月を追うごとに大きく減少した｡ ヒラメの

総混獲尾数は��
個体で, ���	は
�月の漁場
�の�
�個

体が最高であった｡ これら再放流個体については, 短期

間の間に再度漁獲される可能性が指摘されていることか

ら, 網目の拡大や選択的な漁獲が可能な漁具の開発によっ

て混獲を防止することが必要と思われる｡ また, 小型魚

の主分布域ともいえる操業禁止区域付近での操業を行わ

ないことも必要であろう｡

３. 混獲物調査

伊勢市漁協有滝支所所属の小型機船底曳網漁船の操業

時の混獲物を
�～３月の６ヶ月間入手し, 調査した｡ ま

た, 水深別および季節別の漁獲物組成に関する知見を得

るため傭船調査を
�月および２月に実施した｡

混獲物および傭船調査で得られた魚種は
�目��種で,

水温の低下に伴い出現種は減少した｡ 主要生物の出現状

況を以下に記す｡ マアナゴ：調査を通じて得られた個体

は��
��～�����であった｡ 
�月には�����付近にモー

ドがみられたが, 

月以降ではモードは�����付近と

なり, 小型魚の出現が多くなる傾向がみられた｡ マダイ：


�月の調査には出現したが, 

月以降は混獲されなかっ

た｡ サイズは��
����前後に集中していた｡ シロギス：

ほとんどの月で確認され, 
�月までは��
����付近に

モードがみられたが
�月には����, ２月には����と

小型化する傾向がみられた｡ メイタガレイ：
�月に
��

個体が混獲され, 有用カレイ類の中では個体数が最も多

かった｡ 
�月までは��
����付近にモードがみられた

が, 月を追うごとに尾数は少なくなり, １月には漁獲さ

れなかった｡ シャコ：ほとんどの月で確認された｡ 
�月

には
��個体が混獲され, モードは��

���付近にあっ

た｡ ネズッポ科魚類：ネズミゴチは, ��
��～
����

に, ヌメリゴチは��
��～

���, ハタタテヌメリで

は������前後にモードがみられた｡ なお, 水深別の

調査によればネズミゴチおよびハタタテヌメリは, 水深

��ｍ層に多くみられ, ヌメリゴチは
�および
�ｍ層に出

現が集中する傾向がみられた｡ クルマエビ：
�月に実施

した傭船調査の水深
�および��ｍ層のみで漁獲があった｡

特に��ｍ層では, ��個体が漁獲された｡

混獲物の中には漁獲対象種の小型魚も多く含まれてい

ることから, 資源を回復させるためにはこれらの混獲を

回避させる手法の早急な開発が必要と考えられた｡

４. シャワー設備導入調査

伊勢市漁協有滝支所所属の小型底曳網船を対象とし,

漁獲物の選別作業スペースの位置, 形状および面積を調

査した｡ また, 小型底曳船にシャワー装置を設置し, 稼

働試験を実施した｡

有滝地区所属の小型底曳網漁船は, ９つのタイプに区

分され, 選別を行うスペースは建造時期や造船所の異な

りにより差違がみられた｡ 漁獲物の選別は, 機関室後方

およびローラー間の左舷側でおこなわれ, その面積は

�
�
～�
��㎡であった｡ また, いずれの船も左舷に混獲

物を投棄するための窓穴が複数取り付けられていた｡ ポ

ンプは, 漁具販売点などで取り扱いのある���電源の水

中ポンプを使用した｡ 塩ビパイプにおけるシャワー孔の

サイズ・間隔については豊前海の報告書に従った｡ 水流

調節バルブは装着しなかった｡ シャワーの噴射角につい

ては, 塩ビパイプの角度を調節することによって調整を

可能とした｡ なお, 操業試験において混獲物の生残率向

上には窓穴から離れた箇所への海水散布が必要と判断さ

れ, 装置の設置についてはさらなる検討が必要である｡
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